
令和５年度学⽣とともにのばす京都プロジェクト

「ビジターセンター×京⼤×未来知プロジェクト」
⽯原正恵1・太⽥果南2

1京都⼤学フィールド科学教育研究センター、2京都⼤学農学研究科修⼠2回

⽬的
京都丹波⾼原国定公園は京都府の
北東部に位置する。

ビジターセンターは、国定公園の
優れた⾵景地の保護とその利⽤の
増進を図り、地域の発展に寄与する
ための業務を実施している。

芦⽣研究林は国定公園の中でも特に⾃然を保護するエリアとなっている。また
「森⾥海連環学」を提唱し、森と⼈とのつながりの再構築による豊かな森と持
続的な⼈間社会の創出を⽬指している。

京⼤フィールド科学教育研究センターは、2022年に京都丹波⾼原国定公園ビ
ジターセンター運営協議会と包括連携協定を締結し、共同して事業を展開して
きた。

ビジターセンターにおける、
1. ⾃然環境や⽂化に関するデータ収集
2. 展⽰や学習会のためのコンテンツ開発
3. 来館者数の増加や売上の向上につながる取り組み
を共同で実施する。

京⼤実習「森⾥海連環学III」 2024年2⽉20〜22⽇実施
芦⽣の森の⽣き物を

モチーフにしたポストカード開発

国定公園内の
野⽣動物に関するデータ収集

研究者・地域がつながる
プラットフォーム

講演会の開催

参加対象者：美山町住民、美山町の団体にご所属の方、美山町で研究している（研究しようと考えている）研究者・学生
プログラム
13:00-13:05  開会挨拶
13:05-13:10  企画説明 石原（西岡）正恵（京都大学芦生研究林 林長）
13:10-14:10  「ふるさとの夢をかたちに〜地域に価値を生み出す持続可能な事業モデル」嶋田 俊平氏（株式会社 さとゆめ
代表取締役・オンライン講演）
14:20-14:35  「美山町の振興会の取組紹介」下伊豆 仁史氏（美山町地域振興連絡協議会会長）
14:35-14:50  「知井振興会の課題」河野 賢司氏（知井振興会事務局長）
14:50-15:10  「美山まちづくり委員会の取組」大野 光博氏（美山まちづくり委員会委員長）
15:10-15:50  意見交換
15:50 閉会挨拶
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会　場　京都丹波高原国定公園ビジターセンター

定　員　30名（事前申込先着順・定員になり次第締切）

参加費　1000円

1. 材料利用の視点から…峰尾恵人博士
     （京都大学 化学研究所 特定助教）

　〜神社やお寺の木材からナノセルロースまで〜

2. なりわいや恵みの視点から…石原正恵博士
     （京都大学 芦生研究林 林長）

　〜森の恵みはどう変わってきたか：資源から心の豊かさへ〜

主催 京都大学 フィールド科学教育研究センター 芦生研究林

 京都丹波高原国定公園ビジターセンター運営協議会

後援 京都丹波高原国定公園協議会（京都府 京都市 綾部市 南丹市 京丹波町）、

株式会社 KCN なんたん

京都府南丹市美山町安掛下 23（道の駅 美山ふれあい広場内）

電話 :0771‒75‒9020　email:kyoto.tamba.kougen.vc@gmail.com
（毎週水曜休館）

　お坊さんと研究者の 2つの顔を持つ峰尾先生から、宗教施
設の木材利用の歴史と現代の木材利用方法の最先端技術「木
質バイオマスの化学品利用」の講義をいただきます。

　京都大学芦生研究林 林長の石原先生から、芦生研究林を
事例に木質資源利用から研究・観光・教育利用、さらに森林
生態系サービスとその先の展開などを講義いただきます。

国際⽣物多様性プロジェクトLIFEPLAN 修⼠研究を通じて

ハクビシンが多雪地の奥⼭で⽣息・
⼦育てをしていることを発⾒︕
（太⽥果南・⽯原正恵 投稿準備中）

分布拡⼤・野⽣動物を含む⽣
態系への影響が危惧

13名の1・2回⽣が履修

芦⽣研究林内で
植物・動物・菌類を学ぶ

原⽣的な森と温暖化影響
⽣物多様性

美⼭町内の
かやぶきの⾥を
⾒学

⼈と⾃然の調和の
ある暮らしを学ぶ

ビジターセンターの課題を学ぶ ハクビシン、タヌキ、シカを
テーマに伝えたいこと、デザイン、
ポップを考える

誰が生物多様性を盗んだのか？

私たちが考えました！

「⽇本」という商店から
「⽣物多様性」という商
品をハクビシンが盗んで
います。どういうことで

しょうか。

シカの⾷害のない豊かな森 ⾝近だけど知らないタヌキの暮らし
ため糞から植物が成⻑している

若者らしいセンスがうかがえる 京⼤⽣らしい、
謎を問いかけ
るデザインと
ポップ

展⽰パネルの制作

動物・植物・菌類などあらゆる生物が寄生菌の寄生対象になります。
この中でも、昆虫に寄生する菌類は冬虫夏草として知られています。
ハチタケやカメムシタケなどは、林内で比較的よく見られます。
しかし、昆虫はサイズが小さいものが多く、きのこを見つけるこ

と自体が大変なため、芦生研究林における冬虫夏草の研究はまだ遅
れていると言わざるを得ない状況です。また、きのこ自体も寄生さ

れることがあります。例えば、スッポンタケという木材腐朽菌に寄生す
るスッポンヤドリタケというきのこがいます。スッポンヤドリタケに寄生

されると、スッポンタケは元の姿とは似ても似つかない姿になってしまいます。

相利共生菌は、植物や藻類などの光合成生物と共生して
いることが多いです。植物や藻類は光合成で作った有

機物を菌類に渡し、菌類はその有機物を用いて自分
の体やエネルギーを作っています。生きた樹木の
根と共生する菌根菌のうち、きのこを作る仲間は
特に外生菌根菌と呼ばれるグループです。芦生研

究林のような温帯林では、ブナ科、マツ科、カバノ
キ科などの優占的な樹木グループが外生菌根菌と共生

しています。外生菌根菌は、マツタケやトリュフといっ
た食材としても知名度の高いきのこが含まれます ( マツタケ

栽培が難しいのは共生菌だから )。タマゴタケの仲間も代
表的な外生菌根菌です。鮮やかな赤色が印象的であり、
きのこの傘や柄は最初「たまご」のような白い菌糸に囲
まれ、そのたまごを割るようにして柄が伸びていきます。
シラウオタケは倒木の表面を覆う藻類と共生しています。

このように藻類と共生する菌類を地衣類と呼んでいます。
シラウオタケは一見すると倒木から生えているようにも見え

ますが、藻類のいる場所からしか生えないきのこです。

腐生菌は落葉や丸太の成分を分解することで養分を獲得しています。落
葉や丸太の主な構成成分はセルロースやリグニンと呼ばれる物質

です。これらは地球上の有機態炭素の中でも存在量が多く、か
つ分解の難しい有機物です。落葉や丸太を分解する菌類はこ
うした難分解有機物を効率的に分解することのできる限ら
れた生き物です。腐生菌は、分解を通じて、植物遺体中の
他の生物が利用できなくなった養分を再び食物連鎖に組み

込むというリサイクル工場の役割も担っています。
アカチシオタケは、傷つけると橙色の液が滲んできます。

ツキヨタケはブナの丸太から生える
きのこで、光るきのことして

有名です。ツキヨタケはま
た、毒きのことしてもよ
く知られており、日本
の中で最も中毒の多い
きのこです。
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　きのこは、「菌類」というグループに含まれる生物です。菌類とは、かび・きのこ・酵母の仲間で、かび・き
のこは菌糸と呼ばれる糸状の細胞で生活しています。きのこは、スーパーマーケットでは野菜売り場に並んで
いることから、植物に近縁だと誤解されがちですが、実は菌類に最も近縁な生物は動物だと考えられています。
つまり、菌類は動物のきょうだいのような存在だと考えることもできます。
　「きのことは一体なんだろうか？」
　私たちが目にするきのこは、菌糸がたくさん集まってできた菌類の繁殖器官であり、植物でいうと花に相当
します。きのこは、地面や倒木あるいは動物の死体など、あらゆるところから出現します。きのこがどこから
出現しているのかを知ることで、菌糸がどこからどのように養分を獲得しているのかを予測することができる
のです。
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　きのこは [ 腐生 ][ 相利共生 ][ 寄生 ] という大きく 3つの方法のいずれか、あるいはそれを組み合わせるこ
とで、養分やエネルギーを得ています。腐生は、死んだ生物の遺体を分解することで養分を得る方法で、森林
では特に植物遺体である落葉や丸太の分解が着目されています。例えば、きのこが丸太や落葉から出ている場
合は、その菌糸は丸太や落葉を分解することで養分を得ている腐生菌だと予測することができます。
　相利共生と寄生はともに生きた相手から養分を得る方法で、相手にも何らかのメリットを与える場合は相利
共生、相手から一方的に養分を奪う場合は寄生と呼んでいます。例えば、一見地面からきのこが出ているように見
えても、その菌糸は生きた樹木の根っこから出ている場合があります ( ただし、菌糸は我々の肉眼では見えない )。

こうした菌類は菌根菌 ( キンコンキン、菌根とは菌類と植物の根の複合体を指す ) と呼ばれています。菌根菌は、植物
が光合成で作った有機物を受け取り、代わりに土壌中の窒素などの養分を植物に与えており、宿主植物とは相利共生の
関係にあります。また昆虫の死体からきのこが出ていることもあります。これは広義の冬虫夏草の仲間で、生きた昆虫
に感染し、養分を得る寄生菌です。結果として、寄生された昆虫は死んでしまいます。
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参加対象者：美山町住民、美山町の団体にご所属の方、美山町で研究している（研究しようと考えている）研究者・学生
プログラム
13:00-13:05  開会挨拶
13:05-13:10  企画説明 石原（西岡）正恵（京都大学芦生研究林 林長）
13:10-14:10  「ふるさとの夢をかたちに〜地域に価値を生み出す持続可能な事業モデル」嶋田 俊平氏（株式会社 さとゆめ
代表取締役・オンライン講演）
14:20-14:35  「美山町の振興会の取組紹介」下伊豆 仁史氏（美山町地域振興連絡協議会会長）
14:35-14:50  「知井振興会の課題」河野 賢司氏（知井振興会事務局長）
14:50-15:10  「美山まちづくり委員会の取組」大野 光博氏（美山まちづくり委員会委員長）
15:10-15:50  意見交換
15:50 閉会挨拶

https://www.pref.kyoto.jp/shizen-koen/tamba.html

⽇本唯⼀のサ
イト
芦⽣・美⼭町

芦⽣研究林

2024年2⽉開発中。2024年度に販売実験実施予
定

その他、当該地域における⾃然科学と⼈⽂社会学の両⾯の研究成果データベースのアップデートも実施予定
謝辞︓本プロジェクトは学⽣とともにのばす京都プロジェクトの助成をうけて実施しました。また多くの地域関係者の皆様にご協⼒いただきました。


